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 平成１９年度から実施されている全国学力・学習状況調査は、今年度は平成２６年

４月２２日（火）に、多くの関係者の御尽力により無事実施されました。 

 この調査は、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果

と課題を検証するとともに、各学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況

の改善等に役立て、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立していくことを目

的として実施されています。 

 今年度も全国の小学校及び特別支援学校小学部第６学年の全児童、中学校、中等教

育学校及び特別支援学校中学部第３学年の全生徒を対象に実施されました。 

 調査の内容は、国語と算数・数学の教科に関する調査と、学習意欲や学習環境等に

関しての児童生徒及び学校に対する質問紙調査でした。 

 全国的な学力の状況については、国立教育政策研究所のホームページに詳細が記さ

れていますので御参照ください。 

 本県の調査結果の概要については、すでに平成２６年８月に発表されていますが、

教科に関する調査については、正答数及び平均正答率については、概ね全国平均と同

程度であり、児童生徒の正答数の分布状況も全国の状況とほぼ同じ結果を示していま

す。 

また、「知識」に関する問題は全国平均を下回る傾向が続いていましたが、今年度は

「中学校・数学Ａ」を除き全国平均を上回っており、特に「小学校・国語Ａ」は大幅

に全国平均を上回っています。 

 「児童生徒質問紙」に見られる傾向としては、国語や読書が好きな児童生徒が全国

に比べて多いことや、テレビゲームをする時間や携帯電話等を使用する時間が長い児

童生徒の割合が高く、正答率との関連が見られることなどが本県の児童生徒の傾向と

とらえることができます。 

 千葉県教育委員会では、昨年度までも全国学力・学習状況調査の詳細な結果及びそ

の分析をまとめてきましたが、このたび例年に比べ３か月早く本報告書をとりまとめ

ました。これは、できる限り学力・学習状況調査の詳細な結果を公表することで、本

センターが作成した児童生徒の学力や学習状況を分析できるツールとともに、次年度

に向け各学校及び各市町村教育委員会が迅速かつ的確に指導改善の取組を進められる

ようにすることを目的としています。 

これらを活用し、さらに教育計画や指導方法の改善を進め、児童生徒の学力向上及

び学習状況の改善を進めていかれることを期待しております。 

 

平成２７年１月 

千葉県総合教育センター所長  百瀬 明宏  
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１ 調査実施日 平成２６年４月２２日（火） 

２ 調査対象 

（１）国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象とする｡ 

ア 小学校調査 ： 小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

イ 中学校調査 ： 中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第

３学年 

（２）特別支援学校及び小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち，調査の

対象となる教科について，以下に該当する児童生徒は，調査の対象としないことを原

則とする。 
ア 下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 
イ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容の指導

を受けている児童生徒 

３ 千葉県の状況 

公立小学校 820 校の約 5万 4千人・公立中学校 387 校の約 4万 9千人，合計 1,207 校 

の約 10万３千人（特別支援学校を含む）の児童生徒が調査に参加 

４  調査内容 

（１）児童生徒に対する調査 
ア 教科（国語，算数・数学）に関する調査 
（ア）小学校調査は，国語及び算数とし，中学校調査は，国語及び数学とする。 

○国語Ａ，算数Ａ・数学Ａ ： 主として「知識」に関する問題（｢Ａ」問題） 
○国語Ｂ，算数Ｂ・数学Ｂ ： 主として「活用」に関する問題（｢Ｂ」問題） 

（イ）出題範囲は，調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし，出題

内容は，それぞれの学年・教科に関し，以下のとおりとする。 
①主として「知識」に関する問題（｢Ａ」問題）は，身に付けておかなければ後

の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠であり常に

活用できるようになっていることが望ましい知識・技能などを中心とした出題 
②主として「活用」に関する問題（｢Ｂ」問題）は，知識・技能等を実生活の様々

な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善

する力などに関わる内容を中心とした出題 
（ウ）出題形式については，記述式の問題を一定割合で導入 

イ 質問紙調査（児童生徒質問紙調査） 
調査する学年の児童生徒を対象に，学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側

面等に関する質問紙調査を実施 

（２）学校に対する質問紙調査（学校質問紙調査） 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の

状況等に関する質問紙調査を実施 

５  調査目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，

そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。  
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６ その他 

（１）調査結果の示し方（平成２６年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領より） 

文部科学省は，小学校調査及び中学校調査のそれぞれについて，以下の事項等を示す。 
  ア 教科に関する調査の結果について， 

（ア）国語，算数・数学のぞれぞれ，主として「知識」に関する問題と主として「活

用」に関する問題に分けた四つの区分ごとの平均正答数，平均正答率，中央値，

標準偏差等 

  （イ）都道府県・市町村・学校・児童生徒の学力に関する分布の形状等がわかるグラフ 

  （ウ）各教科の設問ごとの正答率等 

  イ 児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の結果について， 

  （ア）児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の回答状況 

  （イ）児童生徒質問紙調査の回答状況と教科に関する調査の正答率等との相関関係の

分析 

  （ウ）学校質問紙調査の回答状況と教科に関する調査の平均正答率等との相関関係の

分析 

  ウ その他，本調査の目的の達成に資する分析 

 

（２）調査結果の活用について（文部科学省通知より） 

１．基本的な考え方 

   各教育委員会，学校等においては，調査結果を十分活用して，児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，

そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立すること，

また，学校における教育指導の充実や学習状況の改善に役立てることが重要であること。 

２．調査結果の分析・検証 

（1）教科に関する調査の結果の分析・検証 

  児童生徒の学力の状況や課題等を的確に把握・検証するため，［1］教科ごとの平

均正答数，平均正答率，中央値等の数値データによる分析だけではなく，［2］児童

生徒の正答数の分布の形状等から全体的な状況を把握・検証したり，［3］設問別の

結果から学習指導要領の領域や評価の観点，問題形式ごとの正答や無解答の状況を分

析したり，［4］解答類型別の結果から個々の設問における誤答や無解答の状況を分

析したり，［5］これまで６回の調査の結果の状況や地方公共団体における独自の調

査の結果等と比較分析したりするなど，それぞれの状況に即し，多面的な分析を行い，

指導上の課題等を明らかにすること。 

（2）質問紙調査の結果の分析・検証 

 児童生徒及び学校に対する質問紙調査の結果の分析・検証により，児童生徒の学習

意欲・学習環境・生活習慣等や学校の指導方法に関する取組，教育条件の整備の状況

等の具体的な状況を把握・検証するとともに，これらの状況と学力との相関関係につ

いて分析を行ったり，学力や学習状況等の調査の結果を組み合わせて各教育委員会，

学校等における全体的な特徴を把握・分析したりすることなどにより，教育や教育施

策の成果，取り組むべき課題等を明らかにすること。 
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３．学校における改善に向けた取組の推進 

（1）各学校においては，調査結果の分析・検証の結果を踏まえ，指導計画等に適切に

反映させるなど，教育指導等の改善に向けて計画的に取り組むこと。その際には，

調査対象の学年や教科だけではなく，全学年，全教科等を対象として，学校の教育

活動全体を見渡した幅広い観点から取り組むべき課題や，その改善に向けた取組に

ついて検討すること。 

（2）各学校においては，教育指導等の改善に向け，具体的には，次の事項について取

り組むことが考えられること。 

（ア）調査結果の分析・検証の結果から見られる課題等を踏まえて授業の改善を行っ

たり，習熟度別指導や少人数指導，発展的な学習，補充的な学習などの個に応じ

た指導を適切に実施したり，家庭学習の課題を適切に与えたりするなど具体的な

指導内容や指導方法等の改善に向けた取組を行うこと。特に，課題が見られた児

童生徒に対しては，学習状況の改善や学習意欲の向上につなげていくという観点

を十分考慮しながら，それぞれの課題に応じて，補充学習等の教育指導を適切に

行うことなどにより，学力の定着に努めること。 

（イ）児童生徒の思考力・判断力・表現力等を効果的に育成するため，基礎的・基本

的な知識及び技能の活用を図る学習活動や言語活動，総合的な学習の時間におけ

る探究活動を一層充実すること。あわせて，児童生徒が学習の見通しを立てたり

学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう一層工夫する

こと。その際，児童生徒がこれらの活動に主体的・自覚的に取り組むことが特に

有効と考えられる一方で，調査結果における学校と児童生徒の回答状況を比較す

ると，学校が指導を行ったと考えていても，そのように受け取っていない児童生

徒が一定割合存在することに留意して指導を行うこと。 

（ウ）保護者や地域等の理解と協力のもとに十分に連携をとりながら，家庭における

学習習慣や生活習慣等の改善に向けた取組を行うこと。 

（エ）調査結果の分析・検証の結果から課題の見られた点を中心に，教職員の指導力

の向上，指導内容や指導方法等の改善を図るため，校内研修等を適切に実施する

こと。また，調査結果の分析・検証の結果については，学校全体で共有し，調査

実施学年以外の学年や調査実施教科以外の教科等の指導改善等にも活用すること。 

（オ）調査結果の分析・検証の結果を踏まえ，小学校と中学校において課題を共有し

て改善に取り組むなど，十分に連携をとりながら取組を行うこと。 

４．教育委員会における改善に向けた取組の推進 

（1）各教育委員会においては，調査結果の分析・検証の結果を踏まえ，それぞれの役

割と責任に応じて，改善計画等の作成を行うことなどにより，域内の教育や教育施

策の改善に向けて総合的かつ計画的な取組を進めること。 

（2）各教育委員会においては，改善計画等に基づき，具体的には，次の事項について

取り組むことが考えられること。 

（ア）学校における具体的な改善の計画や取組に対し，学校の状況に応じて，必要な

指導，助言や支援等を行うこと。その際，特に課題が見られる学校における改善

の取組を促すとともに，積極的に支援すること。 

（イ）指導内容や指導方法等の改善を推進するため，指導資料や教材の作成，教職員

研修の実施や授業研究等への支援，教職員や非常勤講師の配置等への配慮など，

教育施策の改善に適切に反映させること。 
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（ウ）  優れた取組を行っている学校等の事例や調査結果の分析・検証手法等の周知 

に努めるなど，域内における教育指導や家庭における学習習慣・生活習慣等の 

改善に向けた取組を推進すること。 

５．教育に関する検証改善サイクルの確立 

   各教育委員会，学校等においては，上記の取組等を通じて，保護者等への説明責任

を適切に果たしつつ，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立することが求め

られること。そのため，調査結果の分析・検証の結果を踏まえた改善の取組について

は，域内全体や学校ごとの教育や教育施策に適切に反映させるとともに，教育委員会

や域内の学校の教職員等が情報を適切に共有しながら取り組むことが重要であること。 

また，調査結果を活用した取組の成果を踏まえ，改善計画等の必要な見直しを行う

など継続的な検証改善サイクルの確立に向けた取組を進めることが重要であること。 

 

＜留意事項＞ 

○教育課程上の位置付け 

   調査の教育課程上の位置付けについては，教育委員会及び学校の判断により，以下

のとおり取り扱うことを可能とする。 
    ア 教科に関する調査については，当該教科の授業時数の一部（小学校調査 国語及

び算数：それぞれ 1.5 単位時間相当，中学校調査 国語及び数学：それぞれ 2 単位

時間相当）として取り扱うことを可能とする。 
  イ 児童生徒質問紙調査については，特別活動（学級活動）の一部として取り扱うこ

とを可能とする。 
（参考）時間割 
 小学校                 中学校 

１時間目 ２時間目 ３時間目   １時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目  

国語Ａ，算数Ａ

(各 20 分) 

国語Ｂ 

(40 分) 

算数Ｂ 

(40 分) 

  
国語Ａ 

(45 分) 

国語Ｂ 

(45 分) 

数学Ａ 

(45 分) 

数学Ｂ 

(45 分) 

 

 
○調査結果の取扱い 

調査結果については，調査の目的を達成するため，自らの教育及び教育施策の改善，

各児童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげることが重要であることに留意し，

適切に取り扱うものとする。 
調査結果の公表に関しては，教育委員会や学校が，保護者や地域住民に対して説明

責任を果たすことが重要である一方，調査により測定できるのは学力の特定の一部分

であること，学校における教育活動の一側面であることなどを踏まえるとともに，序

列化や過度な競争が生じないようにするなど教育上の効果や影響等に十分配慮する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童 
質問紙 

（20分程度） 

生徒 
質問紙 

（20分程度） 
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＊本冊子における千葉県・全国の平均正答率及び平均正答数は，公立学校に在籍する児童

生徒のものである。 

 

１        教科区分別調査結果    
＊上段の数値は平均正答率（％），下段の（ ）の数値は平均正答数である。 

小学校 千葉県 全国  中学校 千葉県 全国 
国語Ａ 

（全 15 問） 
75.8 

（11.4） 
72.9 

（10.9） 
 国語Ａ 

（全 32 問） 
79.8 

（25.5） 
79.4 

（25.4） 

国語Ｂ 
（全 10 問） 

55.5 
（ 5.5） 

55.5 
（ 5.5） 

 国語Ｂ 
（全 9 問） 

51.7 
（ 4.7） 

51.0 
（ 4.6） 

算数Ａ 
（全 17 問） 

78.2 
（13.3） 

78.1 
（13.3） 

 数学Ａ 
（全 36 問） 

66.7 
（24.0） 

67.4 
（24.3） 

算数Ｂ 
（全 13 問） 

58.8 
（ 7.6） 

58.2 
（ 7.6） 

 数学Ｂ 
（全 15 問） 

60.1 
（ 9.0） 

59.8 
（ 9.0） 

 
教科に関する調査結果について，本県の平均正答率及び平均正答数は概ね全国平均と

同程度である。また，児童生徒の正答数の分布も全国の状況とほぼ同様である。 

（正答数の分布に関しては，各教科の「全体的な結果」において詳述する。） 

 

２       調査結果に見る本県の状況（各都道府県の教科区分別の平均正答率の分布） 
＊グラフ上の点（◆）は，他都道府県の結果を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  上のグラフは，教科に関する調査結果について，主として「知識」に関する問題（「Ａ」

問題）の正答率を横軸に，主として「活用」に関する問題（「Ｂ」問題）の正答率を縦軸

にとり，全国と各都道府県のそれぞれの平均正答率をプロットしたものである。本県は，

概ね全国と同程度と読み取れる。これまで「Ａ」問題は，全国平均を下回る傾向が続い

ていたが，今回の調査では，中学校・数学Ａを除き全国平均を上回った。特に，小学校・

国語Ａは大きく上回った。 

48 

68 

55 60 65 70 75 

数
学
Ｂ

数学Ａ

中学校・数学
本県

全国(公立)

(%)

(%)

59.8

50

60

67.4

40 

50 

60 

70 80 90 

国
語
Ｂ

国語Ａ

中学校・国語

(%)

(%)

79.4

51.0

本県

全国(公立)

50.0 

60.0 

70.0 

70 80 90 

算
数
Ｂ

算数Ａ

小学校・算数

58.2

全国(公立)

(%)

(%)

本県

78.1

60

70

50

65 70 75 80 85 

国
語
Ｂ

国語Ａ

小学校・国語

本県

全国(公立)

55.5

72.9

(%)

(%)

60

70

50
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３ 本県の平均正答率の推移 
※平成 21 年度から 26 年度の全国学力・学習状況調査の調査区分別調査における小・中学校別の

本県と全国の平均正答率の推移及び全国の平均正答率を基準とした本県の平均正答率との差

の推移を示したものである。 

※平成 22 年度，24 年度は抽出調査のため，平均正答率については誤差も含めた数値の幅「平均 

正答率の 95％信頼区間」の中央値で示している。 

※平成 23 年度は，東日本大震災の影響等を考慮し，実施が見送られた。 

 

＜小学校＞ 

【国語】                【算数】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本県の平均正答率を全国との差で見ると，全般的に全国を上回っている。また，教科

区分別に見ると，本県の「Ｂ」問題の正答率は，全国よりも高いが，低下傾向にある。

一方，「Ａ」問題については，今回の調査において，国語Ａの正答率が大幅に全国を上回

った。 

 

 

79.8 

74.1 
73.6 77.1 

78.2 
78.7 

74.2 

73.3 

77.2 78.1 

56.3 

50.7 

60.3 59.4 
58.8 

54.8 

49.3 

58.9 58.4 58.2 

H21 H22 H24 H25 H26

小学校・算数

千葉県（算数Ａ）<左の数値> 全 国 （算数Ａ）<右の数値>

千葉県（算数Ｂ）<左の数値> 全 国 （算数Ｂ）<右の数値>

85

80

70

60

50

45

算数A
算数B

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

H21 H22 H24 H25 H26

全国との差

算数Ａ

算数Ｂ

（ ０ を全国の基準とする）（ ０ を全国の基準とする）

国語Ａ

国語Ｂ

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

H21 H22 H24 H25 H26

全国との差

71.0 

83.4 
81.6 

61.9 

75.8 

69.9 

83.3 
81.6 

62.7 

72.9 

51.3 

78.2 

57.3 

50.1 

55.5 

50.5 

77.8 

55.6 

49.4 

55.5 

H21 H22 H24 H25 H26

小学校・国語

千葉県（国語Ａ）<左の数値>  全 国 （国語Ａ）<右の数値>

千葉県（国語Ｂ）<左の数値>  全 国 （国語Ｂ）<右の数値>

85

80

70

60

50

45

国語A

国語B
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＜中学校＞ 
【国語】                【数学】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

本県の平均正答率を全国との差で見ると，これまでの調査で全国を下回っていた数学

に関しては，数学Ｂで全国を上回り，国語に関しては国語Ａ・Ｂともに全国を上回り，

上昇傾向にある。また，教科区分別に見ると，本県の国語Ｂの正答率に関しては，これ

までの調査において，全国よりも高い状況にある。 

 

４ 本県の平均正答数及び平均正答率（平成 26 年度～21 年度） 

※平均正答数及び平均正答率の，上段は千葉県，下段は全国(公立)を示す。 

平成２６年度   

小学校 平均正答数 平均正答率(%)  中学校 平均正答数 平均正答率(%) 
国語Ａ(知識) 

＜全１５問＞  
１１．４ ７５．８  国語Ａ(知識) 

＜全３２問＞  
２５．５ ７９．８ 

１０．９ ７２．９  ２５．４ ７９．４ 

国語Ｂ(活用) 

＜全１０問＞  
 ５．５ ５５．５  国語Ｂ(活用) 

＜全９問＞  
 ４．７ ５１．７ 

 ５．５ ５５．５   ４．６ ５１．０ 

算数Ａ(知識) 

＜全１７問＞  
１３．３ ７８．２  数学Ａ(知識) 

＜全３６問＞  
２４．０ ６６．７ 

１３．３ ７８．１  ２４．３ ６７．４ 

算数Ｂ(活用) 

＜全１３問＞  
 ７．６ ５８．８  数学Ｂ(活用) 

＜全１５問＞  
 ９．０ ６０．１ 

 ７．６ ５８．２   ９．０ ５９．８  

61.6 64.0 
61.4 

63.2 

66.7 62.7 
64.6 

62.1 
63.7 

67.4 

56.7 

43.2 

48.8 

41.5 

60.1 

56.9 

43.3 

49.3 

41.5 

59.8 

H21 H22 H24 H25 H26

中学校・数学

千葉県（数学Ａ）<左の数値> 全 国 （数学Ａ）<右の数値>

千葉県（数学Ｂ）<左の数値> 全 国 （数学Ｂ）<右の数値>

75

70

60

50

40

35

数学A

数学B

76.8 75.4 74.9 
76.2 

79.8 

77.0 

75.1 
75.1 76.4 

79.4 

74.6 

66.6 

63.5 

68.1 

51.7 

74.5 

65.3 
63.3 

67.4 

51.0 

H21 H22 H24 H25 H26

中学校・国語

千葉県（国語Ａ）<左の数値> 全 国 （国語Ａ）<右の数値>

千葉県（国語Ｂ）<左の数値>    全 国 （国語Ｂ）<右の数値>

85

80

70

60

50

45

国語A

国語B

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

H21 H22 H24 H25 H26

全国との差 （ ０ を全国の基準 とする）

国語Ａ

国語Ｂ

（ ０ を全国の基準 とする）

数学Ｂ

数学Ａ

-2.0 

-1.0 

0.0 

1.0 

2.0 

H21 H22 H24 H25 H26

全国との差
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【参考】 

平成２５年度   

小学校 平均正答数 平均正答率(%)  中学校 平均正答数 平均正答率(%) 
国語Ａ(知識) 

＜全１８問＞ 

１１．１ ６１．９  国語Ａ(知識) 

＜全３２問＞ 
２４．４ ７６．２ 

１１．３ ６２．７  ２４．４ ７６．４ 

国語Ｂ(活用) 

＜全１０問＞ 
５．０ ５０．１  国語Ｂ(活用) 

＜全９問＞ 
６．１ ６８．１ 

４．９ ４９．４  ６．１ ６７．４ 

算数Ａ(知識) 

＜全１９問＞ 
１４．７ ７７．１  数学Ａ(知識) 

＜全３６問＞ 
２２．７ ６３．２ 

１４．７ ７７．２  ２２．９ ６３．７ 

算数Ｂ(活用) 

＜全１３問＞ 
７．７ ５９．４  数学Ｂ(活用) 

＜全１６問＞ 
６．６ ４１．５ 

７．６ ５８．４  ６．６ ４１．５ 

平成２４年度   

小学校 平均正答数 平均正答率(%)  中学校 平均正答数 平均正答率(%) 
国語Ａ(知識) 

＜全１７問＞ 
１３．９ 80.9 - 82.3  国語Ａ(知識) 

＜全３２問＞ 
２４．０ 74.3 - 75.5 

１３．９ 81.4 - 81.7  ２４．０ 75.0 - 75.2 

国語Ｂ(活用) 

＜全１１問＞ 
６．３ 56.4 - 58.3  国語Ｂ(活用) 

＜全９問＞ 
５．７ 62.9 - 64.2 

６．１ 55.4 - 55.8  ５．７ 63.2 - 63.4 

算数Ａ(知識) 

＜全１９問＞ 
１４．０ 72.6 - 74.5  数学Ａ(知識) 

＜全３６問＞ 
２２．１ 60.5 - 62.2 

１３．９ 73.1 - 73.5  ２２．４ 62.0 - 62.3 

算数Ｂ(活用) 

＜全１３問＞ 
７．８ 59.3 - 61.3  数学Ｂ(活用) 

＜全１５問＞ 
７．３ 47.7 - 49.9 

７．７ 58.7 - 59.1  ７．４ 49.2 - 49.5 

理  科 

＜全２４問＞ 

１５．０ 61.8 - 63.3  理  科 

＜全２６問＞ 

１３．０ 49.4 - 50.9 

１４．６ 60.8 - 61.1  １３．３ 50.9 - 51.1 

平成２２年度   

小学校 平均正答数 平均正答率(%)  中学校 平均正答数 平均正答率(%) 
国語Ａ(知識) 

＜全１５問＞ 
１２．５ 82.7 - 84.2  国語Ａ(知識) 

＜全３５問＞ 
２６．４ 74.8 - 75.9 

１２．５ 83.2 - 83.5  ２６．３ 75.0 - 75.2 

国語Ｂ(活用) 

＜全１０問＞ 
７．８ 77.2 - 79.2  国語Ｂ(活用) 

＜全１０問＞ 
６．７ 65.8 - 67.3 

７．８ 77.7 - 78.0  ６．５ 65.1 - 65.5 

算数Ａ(知識) 

＜全１９問＞ 
１４．１ 73.1 - 75.1  数学Ａ(知識) 

＜全３６問＞ 
２３．０ 63.0 - 64.9 

１４．１ 74.0 - 74.4  ２３．３ 64.4 - 64.8 

算数Ｂ(活用) 

＜全１２問＞ 
６．１ 49.7 - 51.7  数学Ｂ(活用) 

＜全１４問＞ 
６．１ 42.2 - 44.3 

５．９ 49.1 - 49.5  ６．１ 43.1 - 43.5 

平成２１年度   

小学校 平均正答数 平均正答率(%)  中学校 平均正答数 平均正答率(%) 
国語Ａ(知識) 

＜全１８問＞ 
１２．８ ７１．０  国語Ａ(知識) 

＜全３３問＞ 
２５．３ ７６．８ 

１２．６ ６９．９  ２５．４ ７７．０ 

国語Ｂ(活用) 

＜全１０問＞ 
５．１ ５１．３  国語Ｂ(活用) 

＜全１１問＞ 
８．２ ７４．６ 

５．１ ５０．５  ８．２ ７４．５ 

算数Ａ(知識) 

＜全１８問＞ 
１４．４ ７９．８  数学Ａ(知識) 

＜全３３問＞ 
２０．３ ６１．６ 

１４．２ ７８．７  ２０．７ ６２．７ 

算数Ｂ(活用) 

＜全１４問＞ 
７．９ ５６．３  数学Ｂ(活用) 

＜全１５問＞ 
８．５ ５６．７ 

７．７ ５４．８  ８．５ ５６．９ 

 
※平成２２年度，平成２４年度は抽出調査のため，平均正答率については，誤差も含めた数値の幅「平均正答率の95%信頼区

間」で示している。 
※平成２３年度は震災の影響で実施せず。問題の配付のみ。 
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５ 教科に関する調査結果 

（１）国語 

【小学校】 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校・国語
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化

と国語の特質に関

する事項

選択式

短答式

記述式

106

100

94

88

知識（国語Ａ）が全国より高く，特に「伝統的な言語文化と国語の特質に関する

事項」が全国平均を上回っている。問題形式の「記述式」が全国平均を大きく下回

り，「与えられた条件に合わせて，一定のまとまった文章で書く」ことに課題が見ら

れる。 

「読むこと」の領域が全国平均をやや上回り，他は全国と同程度である。全国平

均を下回る設問のうち「漢字を正しく書く」「伝えたい事実や事柄が明確に伝わるよ

うに説明する」などの学習に力を入れる必要がある。 

平均正答率（％） 

小学校 千葉県（公立） 全国（公立） 全国との差 

国語Ａ 75.8 72.9 2.9 

国語Ｂ 55.5 55.5 0.0 

 

平均正答率（％） 

中学校 千葉県（公立） 全国（公立） 全国との差 

国語Ａ 79.8 79.4 0.4 

国語Ｂ 51.7 51.0 0.7 

 

※全国（公立）を 100 として千葉県（公立）の結果を
相対的に表している。  

※全国（公立）を 100 として千葉県（公立）の結果を
相対的に表している。  

知識／活用 
知識 104.0 

活用 100.0 

領域等 

話すこと・聞くこと 101.0 

書くこと  99.3 

読むこと 101.1 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 103.7 

問題形式 

選択式 105.1 

短答式 101.4 

記述式  95.3 

 

知識／活用 
知識 100.5 

活用 101.4 

領域等 

話すこと・聞くこと 100.3 

書くこと 100.2 

読むこと 101.4 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 100.4 

問題形式 

選択式 100.7 

短答式 100.5 

記述式 100.2 

 

88

94

100

106

中学校・国語
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化

と国語の特質に関

する事項

選択式

短答式

記述式
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※全国（公立）を 100 として千葉県（公立）の結果を
相対的に表している。  

※全国（公立）を 100 として千葉県（公立）の結果を
相対的に表している。  

 

（２）算数・数学 

【小学校】 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

  平均正答率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的に，全国と同程度である。「数と計算」「数量関係」の領域の中に，全国

平均をやや下回る設問があり，特に「四則計算を正しく行う」学習に力を入れる必

要がある。 

 知識（数学Ａ）が全国より低い。特に「資料の活用」の領域で，正答率が全国平

均を大きく下回る設問がある。「代表値や資料の数値の散らばりに着目してその資料

の傾向を読み取る」ことに課題が見られる。 

平均正答率（％） 

小学校 千葉県（公立） 全国（公立） 全国との差 

算数Ａ 78.2 78.1 0.1 

算数Ｂ 58.8 58.2 0.6 

 

平均正答率（％） 

中学校 千葉県（公立） 全国（公立） 全国との差 

数学Ａ 66.7 67.4 -0.7 

数学Ｂ 60.1 59.8  0.3 

 

知識／活用 
知識 100.1 

活用 101.0 

領域 

数と計算 100.6 

量と測定 100.5 

図形 101.0 

数量関係 100.1 

問題形式 

選択式 100.9 

短答式 100.1 

記述式 100.4 

 

知識／活用 
知識  99.0 

活用 100.5 

領域 

数と式  99.7 

図形 100.2 

関数  99.1 

資料の活用  96.7 

問題形式 

選択式  99.8 

短答式  98.9 

記述式  99.8 

 

88

94

100

106

小学校・算数

数と計算

量と測定

図形数量関係

選択式

短答式

記述式

知識

活用

88

94

100

106

中学校・数学

活用

数と式

関数資料の活用

記述式

知識

図形選択式

短答式
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６ 質問紙調査に関する調査結果 

 

 

（１）児童生徒質問紙調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童】                 【生徒】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領  域  名 対応する質問番号 

学習に対する 

関心・意欲・態度 

国語への関心等 (50)～(58) 

算数・数学への関心等 (62)～(71) 

総合的な学習への関心等 (39)(40) 

規範意識 

自尊感情 

規範意識 (34)～(38) 

自尊感情 (4)～(6)(10) 

学習の基盤となる 

活動・習慣 

言語活動・読解力 (7)～(9)(41)～(43)(46)～(48) 

生活習慣 (1)～(3) 

学習習慣 (21)～(24) 

※チャート図は，千葉県（公立）の調査結果について，全国（公立）を母集団として標準化した

ものである。内側の破線が全国平均を表している。  

 全体的に，児童生徒ともに全国と同様の状況である。「学習に対する関心・意欲・態

度」に関わる領域では，児童は「算数への関心等」が全国平均を下回っており，今後，

算数への興味・関心を高めるための手立てを工夫していく必要がある。生徒について

は「総合的な学習への関心等」が全国平均を下回っており，この領域は正答率との関

連も見られることから，指導の充実を図ることが必要である。「規範意識・自尊感情」

は，児童生徒ともに全国と同程度であり，より一層学校生活における児童生徒の規範

意識を高め，児童生徒が達成感や成就感を味わえるような教育活動を展開していくこ

とが大切である。「学習の基盤となる活動・習慣」に関わる領域では，「学習習慣」が

児童生徒ともに全国平均を下回っており，家庭において学習に取り組む姿勢に課題が

見られる。今後，生活習慣の改善も含め，家庭における学習時間や方法・内容の充実

を図っていく必要がある。 
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（２）学校質問紙調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校】                【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領  域  名 対応する質問番号 

教科指導 

個に応じた指導 (52)～(58) 

国語科の指導法 (59)～(64) 

算数・数学科の指導法 小：(66)～(69)  中：(65)～(68) 

学力向上 

児童・生徒の状況 (15)(16)(18)～(20) 

学力向上に向けた取組 

・指導方法 
(23)～(43) 

家庭学習 小：(80)～(87)  中：(78)～(85) 

学校経営 
地域の人材・施設の活用 小：(73)～(79)  中：(71)～(77) 

教員研修・教職員の取組 小：(88)～(101)  中：(86)～(99) 

 

 

 

 全体的に，小中学校ともに全国と同様の状況である。「教科指導」に関わる領域では，

「国語科の指導法」「算数・数学科の指導法」については小中学校ともに全国と同程度

であるが，小学校の「個に応じた指導」が全国平均を下回っている。「学力向上」に関

わる領域では，「児童・生徒の状況」については小中学校ともに全国と同程度であるが，

小学校の「学力向上に向けた取組・指導方法」が全国平均を下回っている。「家庭学習」

については，小中学校ともに全国を下回っており，児童生徒の家庭学習を充実させる

ための学校としての取組に課題が見られる。今後，家庭における学習習慣の確立を図

るため，保護者への啓発を進めるとともに，児童生徒に対する具体的な指導を充実さ

せる必要がある。「学校経営」に関わる領域では，小学校の「地域の人材・施設の活用」

が全国を上回っており，学校として積極的に取り組んでいることがうかがえる。「教員

研修・教職員の取組」については，小中学校ともに全国と同程度である。 
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